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スポンサー企業
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スポンサー一覧
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第一期生の選考結果
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選考結果
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全体

• 申請大学等数：
221校

• 申請人数計：
1,700人

→支援対象人数：

323名
（106校・39都道府県）

341名→44名
（採用予定60名）

5.68倍

513名→59名
（採用予定30名）

17.1倍

517名→159名
（採用予定150名）

3.44倍

329名→61名
（採用予定60名）

5.48倍

新興国コース

多様性人材
コース

自然科学系、
複合・融合系人材

コース

世界トップレベル
大学等コース

• 留学という同じ目的を持った仲間に出会えて良かった

• 留学計画を立てること、選考に臨むことで成長できた

• グループディスカッションを通じて、研修の意味や寄付金で行くことの意義を知った

選考会における学生の声



留学先等
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配布資料をご覧ください



第一回協議会・壮行会
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１．全体概要・協議会風景

１）開催日時：平成26年7月27日（日）
２）開催場所：文部科学省
３）開催概要：

①協議会全体会議 ： 10時～ 11時
出席者：グローバル人材育成コミュニティ関係者

（経済団体、支援企業・団体、教育機関関係者、文部科学省、（独）日本学生
支援機構関係者ほか）

②壮行会

協議会での下村文部科学大臣挨拶協議会に御出席いただいた関係者の皆様
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２．壮行会（式典）風景

支援企業様への感謝状授与

派遣留学生代表者決意表明

派遣留学生記念品授与
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３．壮行会（懇親会）風景
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4．壮行会（研修）風景
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5．壮行会（式典）全体風景



事前研修
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1.平成26年7～8月 事前研修全日程

-1-

学習項目 概要

Ａ 導入
• 本事業の目的や概要と文部科学省並びに機構が受講者に期待することを伝え、選抜者としての心構えを
醸成する

• 受講者同士での自己紹介を行い、親睦を深める

Ｂ
グローバルリーダー等から

の講話
グローバルに活躍するリーダーを招聘し、世界に関する視野を広げ、視座を高めるとともにグローバル
リーダーに求められる要素や海外経験の重要性を伝達することで留学への動機付けを高める

Ｃ
日本の現状理解と
海外への発信

日本社会の現状（例：被災地・災害、オリンピックなど）や文化を伝え、好奇心と危機感を醸成するとと
もに、受講者が興味を持った領域に関して理解を深め、留学先で発信するテーマ（日本発信プロジェク
ト）を考察する（講演者等に関しては、機構が手配を行う予定）

Ｄ 異文化対応力の向上
起こりがちな文化の違いや留学期間における心境の変化などを知り、事前に把握しておくことで留学中に
陥る心理的な負担への事前準備を行う。また、最低限知っておかないといけない安全面に関する知識に関
しても伝達する

Ｅ
自己の軸の明確化と
留学計画の改善

自己に関する理解を深め、将来のありたい姿や自分の軸（考え方や価値観）を考察することで、自身の留
学におけるゴールイメージを明確にする

Ｆ
自ら学習するための仕組み

づくり

留学期間中の日々の経験を成長につなげるための考え方を学ぶことで一人で学び続けることができる仕組
みを考察する
（留学期間中の支援施策と連動して行うことを想定）

Ｇ 発表準備及び発表 日本発信プロジェクトと学習してきた内容を踏まえ、留学計画を見直すとともに、修正した計画や留学期
間中の行動指針を全体に対して発表する

Ｈ 今後の活動に関して 今後のコミュニティ形成のためチームとしての連帯感を醸成し、自身のコミットを宣言する

I ヤンググローバル リーダーによ
る パネルディスカッション

様々な専門領域において世界で活躍する若手グローバルリーダーを招聘し、海外で成長・活躍するために
必要な要素やコミュニティの重要性に関する理解を深める



1.平成26年7～8月 事前研修全日程

地域 関西 東京

日程 7月31日（木） 8月1日（金） 8月2日（土） 8月3日（日） 8月5日（火） 8月6日（水） 8月7日（木） 8月8日（金） 8月9日（土） 8月10日（日）

分類 1日研修 2泊3日研修 1日研修 1日研修 1日研修 2泊3日研修

会場
JASSO

兵庫国際交流会館
CIVI新大阪東 文部科学省 JASSO 東京国際交流館 東京医科歯科大学

8:00

導入 導入 導入 導入 導入 導入

9:00 留学計画のシェア

パネル
ディスカッション

留学計画発表会
（9:00-12:00）

留学計画のシェア 日本の理解・
日本発信PJ

留学計画のシェア

パネル
ディスカッション

留学計画発表会
（9:00-12:00）

グローバル
リーダー講演

日本の理解 グローバル
リーダー講話10:00

グローバル
リーダー講演

自ら学習するための
仕組みづくり質疑応答

自ら学習するための
仕組みづくり

質疑応答

自ら学習するための
仕組みづくり

11:00
日本の理解・
日本発信PJ

自己の軸の
明確化

日本の理解・
日本発信PJ導入 日本発信PJ 導入

12:00
昼食 留学計画のシェア 昼食 昼食 昼食 昼食 留学計画のシェア 昼食昼食 昼食

今後の活動 パネル
留学計画の改善

(前半)
(13:00-14:00)

パネル 昼食 今後の活動
13:00

パネル 昼食

自己の軸の
明確化

自己の軸の
明確化

14:00
自ら学習するための

仕組みづくり グローバル
リーダー講演

安全管理 自ら学習するための
仕組みづくり

パネル
自ら学習するための

仕組みづくり グローバル
リーダー講演

安全管理

15:00
自己の軸の

明確化
自己の軸の

明確化 グローバル
リーダー講話

自己の軸の
明確化

日本の理解 日本の理解16:00
留学計画の改善

(16:00-17:30) 留学計画の改善
（16:00-18:00）

留学計画の改善
(16:00-17:30)

留学計画の改善
(16:00-17:30) 留学計画の改善

（16:00-18:00）
留学計画の改善

(後半)17:00
日本発信PJ 日本発信PJ

今後の活動 今後の活動 今後の活動 今後の活動

18:00
夕食 夕食 夕食 夕食

19:00

異文化対応 発表準備 異文化対応 発表準備
20:00
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2．関西１日研修（実施日：7月31日（木））

留学計画の改善留学生を囲んでの昼食

グローバルリーダー講演 留学生セッション
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5．東京2泊3日研修（実施日：８月8日（金）～10日（日））

留学計画発表会日本の理解

グローバルリーダー講演 留学計画の改善
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6．今後の研修実施予定

平成26年12月 平成26年度 冬季事前研修（1期生向け）

平成27年 3月 平成26年度 春季事後研修（1期生向け）

平成27年度 春季事前研修（2期生向け）



情報システムについて
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10月頃からの大学等の利用開始を予定

グローバル人材育成コミュニティ情報システム

日本代表プログラム
派遣留学生

支援企業

トビタテ！事務局

事務サポート

事務サポート

情報交換 切磋琢磨

激励 共感

仲間意識

所属大学

交流機能

派遣留学生
データベース

機能

学習管理
機能

掲示板機能

個人プロフィール
管理機能

検索機能

レポート提出機能

作成物共有機能

作成物管理機能

ダイレクトメッセージ
機能

アンケート回答機能

システムの主な機能

支援

報告

支援企業、大学等と世界各国・地域に留学する派遣留学生とが、
相互にアクセスできる情報システムをウェブ上に整備しております。



1期生合格者プラン
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第一期生のプログラム事例【自然科学系、複合・融合系人材コース】

• 商業的にも成功できるプロセッサの開発を目指すため、コンピュータ・半導体分野で強いアメリカで
のビジネスの興し方を体験

• シリコンバレーならではの技術開発から製品化までのフットワークの軽さの理由を知り、術を獲得
する

• シリコンバレー企業にて、主力製品の研究開発及び技術営業を自ら行う
• 先駆けて語学学校に一ヶ月通うことで技術研修を有意義なものにする

目的

主な内容

情報システム学研究科
修士1年

• 自身の研究の発展だけでなく研究者としての能力を向上させ、グローバルにアクティブに活躍でき
る人間になる

• まだ世界で誰もふれてこなかったテーマでの新たな発見となる

• 現地でのスポーツや文化体験にも積極的に参加し、日本語が通じない環境でのコミュニケーション
能力向上

• ラテンアメリカ植物学会での卒業研究の発表、カンピナス州立大学での研究成果についてのセミ
ナー実施

• 3地点のマングローブにて、フィールドワーク・ラボワーク

目的

主な内容

理学研究科
修士1年
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シリコンバレー半導体製品の研究開発・技術営業インターンシップを通じ、本場のプロセッサ開発を体験

マングローブ研究のための、ブラジルカンピナスでのフィールドワーク



第一期生のプログラム事例【新興国コース】

• 2020年の東京オリンピックの頃には「おもてなしのプロ」として活躍したい
• そのために、留学では多文化共生社会での異文化理解を深め、英語コミュニケーション能力を上

げ、一流のホスピタリティを学びたい

• 現地大学経由で、ホテルでのインターンシップに参加し、多文化社会におけるホスピタリティを体験
• 高い英語能力が求められるインターンシップに合格し、シンガポールでのインターンシップに参加
• インターンの前には事前の英語研修

外国語学部
学部3年

• 活力の回復を狙う日本企業と貧困削減を願うタンザニアを結ぶ調査団体を立ち上げ、自律的かつ
継続可能な状態まで仕上げる

• 貧困削減に貢献すべく、自分のライフワークとして留学後も続けたい

• 事前に日本企業への提案営業をし、新興国市場に興味のある企業を見つける
• タンザニアでは学生や教授のネットワークを作り、調査環境を整える
• 日本の仲間を通じて調査委託を受け、市場調査を行う

政治経済学部
学部3年

-21-

目的

主な内容

目的

主な内容

「おもてなしのプロ」になるための、観光立国 マレーシア・シンガポールでのインターンシップ

日本企業とタンザニアを結ぶ調査団体を立ち上げ、新しい途上国市場調査ビジネスを成功させる



第一期生のプログラム事例【世界トップレベルコース】

• これまで学んだ国際協力に関する知識の深化
• 異文化協働の体験
• 英語での議論力の向上

• 開発の分野で特に優れたロンドンの大学にて、同じ分野で働く同志とともに、紛争の原因やＮＧＯ
のあり方を考える

• イギリスのＮＧＯ及び東ティモールかカンボジアにてインターン・ボランティアに参加
人間社会科
学部3年

• 英語に苦手意識のある人が多い公認会計士業界を変え、世界で活躍できる機会を増やしたい
• 「会計×経営×英語」の３つの柱を磨き、将来会計コンサルタントとして日本企業の海外進出を支

援したい

• 様々な国から学生が集まる香港大学にて国際ビジネスを学習
• アジア中心のコンサルティング企業にてインターンシップを行い、これまで得た会計・経営の知識を

活用しながら将来の目標を達成するための経験を積みたい

経済学部
学部3年
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目的

主な内容

目的

主な内容

国際協力の専門知識を磨き上げ、イギリスのNGOや東ティモール・カンボジアにてインターンとボランティアを経験

香港大学での国際ビジネス学習及び会計コンサルティングインターンを通じて、日本の公認会計士の活躍の幅を
広げたい



第一期生のプログラム事例【多様性コース】

• 演劇を学び、実践したい。世界から観て面白い日本を作りたい。おもしろい日本の演劇を世界へ繋
ぎたい。世界と発展していく日本の演劇界を作りたい

• パリの大学にて、演劇の演出分析や日本文化論の授業を受講し、フランス語力の向上も目指す
• 市立劇団での演劇研修や国際的演出家の稽古場での研修などに参加
• 一年間の集大成とし、自分の演出で公演を行い外国人に披露する

文学部
学部3年

• 自分の移民としてのアイデンティティをふまえて、日本での移民との間の壁をなくし多文化共存社
会を構成していきたい

• 留学前後に日本の移民大学生向け調査を行い、比較論文を作成したい

• ポーランドの大学での学修を通じて、文化や風俗・週刊の理解を深める
• 現地の外国人移民学生の教育について、アンケート・インタビューなどの調査を行う

国際関係学科
学部2年
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目的

主な内容

目的

主な内容

フランスの演劇分析や劇団の研修を経て、自主公演を披露

ポーランドの移民政策を研究することで、日本の移民社会に影響を与えたい



第一期生のプログラム事例【その他】
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選考における２つの観点

計画
人物
（意欲）×

トビタテ！度トビタテ！度実現可能性実現可能性
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留学プランに求められる要素

１）大きな夢や留学への想いを、自分のコトバで！

３）ゴールを明確に！

４）留学経験を活かして何かを社会に還元しよう！

留学で何をするかは自分次第。留学を決意した背景、目的、挑戦したいことを自分のコトバで伝えよう

達成したい目標、実現したいアウトプットをしっかり考え設定しよう

社会にどんな影響を与えたいのか、どんな形で動かしたいのか、考えてみよう。なぜトビタテ？

２）受け身の学びより実践・挑戦！

５）プランを実行できる意欲と意志！

インターンシップやフィールドワークなど、「社会との接点」を作り、
主体的かつ実践的な活動を盛り込もう

留学プランを実現するために必要な準備やスケジュールを調査、検討、熟考しよう。そして行動！
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スポンサー企業提供インターンシップについて

A. 東南アジアでのＩＴインフラ提供（営業・設定）イ

ンターンシッププログラム
インドネシアorフィリピンでのセールスエンジニア体験。日系企業にITイン

フラを提供するための営業活動およびインフラのセットアップ、設定などを
通じて、新興国でのビジネスの現場を知ることができます。

B. ベトナム（ハノイ）でのオフショア開発 イ

ンターンシッププログラム
海外のオフショア開発の主流であるベトナムでのシステム開発、システム
エンジニアリングを海外オフショア側の立場で体験していただけます。

日本ユニシス
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スポンサー企業提供インターンシップについて

過去2度に渡りアメリカにて実施してきたリクルー

トホールディングスのインターンプログラムが、東
京大学とのコラボレーションverで開催決定！！
IT分野での起業家を目指す学生たちによる、密
度の濃い圧倒的な成長機会を体感できます。

過去の実施例：
・Boston→NewYork→San Franciscoを横断してインターネット
の未来を体感するワークショップ
・シリコンバレーのIT企業視察プログラム

リクルートホールディングス



第二期生募集の要件（予定）
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平成27年度【前期】申請要件（予定）
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• 平成２７年４月１日～平成２７年９月３０日までの間 に留学が開始される計画

• 留学期間が２８日以上２年以内（３ヶ月以上推奨）の計画

• 留学先において受入れ機関と折衝を開始している計画

• 年齢制限

• 在籍する学校が、教育上有益な学修活動と認める計画

• 在籍する学校において、正規生として在籍する学生等

• 留学終了後、在籍大学等に戻り学業を継続する学生又は在籍大学等の学位を取得する学生

• 機構の第二種奨学金に掲げる家計基準を満たす学生

※応募要項詳細は、10月初旬開予定



第二期生以降に向けたスケジュール
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平成26年9月24日（大阪）、25日（東京） （大学等向け説明会）

平成26年10月1日～平成27年10月24日 （応募受付）

平成26年11月～平成27年12月 （書類審査）

平成27年1月中旬の土日（東京） （面接審査） 2月上旬合否結果

平成27年4月～9月 留学開始（28日以上～2年以内）

平成26年度
10月

平成27年度
11月～1月 4月 9月3月

応
募

選
考

10月

開始日（4月～9月末） 渡航期間（28日～2年）

10月時点では、
受入機関との折衝段階で可

平成27年度【前期】募集スケジュール（仮）
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申込手続き等の効率化、迅速化
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学生選考支援ソフトウェア

応募 書面審査 面接審査 合格

学生
大学
等

トビタテ！プロジェクトチーム

学生情報
登録

選考
委員

選考
委員

閲覧、入力、出力

大学
等

合否
通知

大学
等

合否
通知

学
生

学
生



広報プランの御紹介

-34-

注：もうすぐ新デザインが解禁となりますので、以降のページ内容
のホームページやSNS等での公開はお控えください。



9月以降広報プラン
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メインキャッチ

ポスター



９月以降広報プラン
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学園祭等イベント

リーフレット



９月以降広報プラン
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留学生課、就職課、カフェなどで
リーフレット配置

ホームページ



９月以降広報プラン

-38-

留学生課、就職課、カフェなどで
リーフレット配置

ホームページ



ニュースレターに今すぐ登録！
「トビタテ！ 日本代表」で検索！

登録

トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラム ホームページ
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